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s rolls)である。こちらは、刊行史料として 1907年に編纂されたものが度々再版され、2012年には最新の版が出た。 
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まず、市会員から見てみよう。1750 年から 1835 年の間の自治体の議事録を参照する限り、市会員に選
出された者は 222 名であった。うち、登録簿と照合してフリーメン資格取得に関する情報を得られた者
は、155 名である。登録簿および自治体の議事録から参照しうる限り、155 名の市会員のうち市議と血縁
ないし徒弟関係にあった者は 33 名、比率で表すと約 21％であった。一方で市参事会員では、参照可能な
76 名中 19 名が該当し、比率にして 25％であった。この比率を同時代の他の都市と比較してみる。例え
























 さらに分析すれば、チェスターの都市自治体の同族集団としての性質は、対象時期の 85 年間に徐々に
弱まっていった可能性が考えられる。1780 年代より、市会員のうち(3a)のカテゴリ、すなわちフリーメ
ン資格を購入した者の比率が高まっていったからである。1784 年から 1820 年までの間で、6 つのカテゴ
リに属する市会員をそれぞれ数えると、購入の手段によってフリーメンとなった市会員の数が、６つの
うち最多となった。また、資格購入のために支払う金額は、同時代史料から推察されうる限り、申請者
個人の所有財産に応じて 10 ポンドから 35 ポンドの差が定められていたと思われるが、前の時代と比較
し、最低額 10 ポンドを支払ってフリーメンになった者が、市議になったケースが増えた。加えて先述と
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